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【背景】モバイルアプリケーションとして、患者が自分自身の臨床データにアクセスできるパーソナルヘルスレ

コード（ PHR）の開発が望まれている。 PHRとして複数施設からの診療データ（例えば、投薬リストや病名、ア

レルギー、検査データなど）が参照できるのであれば、医師と患者間での正しい情報のやりとりが可能とな

り、さらに、患者の日々の記録（例えば、血圧、脈拍、食生活、運動量など）も情報として加わることができれ

ば、予防や疾患コントロールの見地から、その有用性は格段に高められる。しかしながら、電子カルテや地域連

携システムと PHR間の標準的な相互運用性は確立されていない。【目的】本研究では、地域連携システムで頻用

される SS-MIX2（ Standardized Structured Medical Information eXchange version 2）の診療データを HL7（

Health Level Seven） FHIR（ Fast Healthcare Interoperability Resources）データ形式に変換するとともに、

FHIRデータとして提示する PHRアプリケーションを開発することを目的とした。【方法】 SS-MIX2ストレージ内

のテスト患者データを、 FHIRR4規格を用いて FHIRリポジトリサーバに変換した。また、プログラミング言語

Swiftを用いて、 PHRアプリケーションを構築した。さらに、同意の取れた実患者データでも検討を行った。【結

果】 患者の基本情報、病名、処方、注射などのデータを SS-MIX2から FHIRサーバーに変換した。さらに、それ

らをユーザビリティを意識してアプリケーションの改善を図った。【結論】 SS-MIX2のデータを FHIR形式に変換

し、開発した PHRアプリケーションで提示することが実証できた。今後日本におけるプロファイル（ JP-

core）を参考に、改善を重ねていく予定である。本システムは、医師―患者間の臨床情報の共有を促進するのに

役立つと考えられる。
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A personal health record (PHR) as a mobile application that allows patients to access their clinical data is required. 
If the PHR can access medical data from multiple facilities (e.g., medication lists, names of diseases, allergies, test 
data), it will facilitate the exchange of accurate information between doctors and patients. Furthermore, if the 
patient's daily records (e.g., blood pressure, pulse, diet, amount of exercise) can be added as information, its 
usefulness for disease prevention and control will be greatly enhanced. However, standard interoperability between 
PHRs and electronic health records or health information exchanges has yet to be established. In this study, the 
medical data of Standardized Structured Medical Information eXchange version 2 (SS-MIX2), which is frequently 
used in health information exchange, was converted into Health Level Seven (HL7) Fast Healthcare Interoperability 
Resources (FHIR). This study aims to develop a PHR application that presents the data as FHIR data converted 
from SS-MIX2. The patient test data in the SS-MIX2 storage was converted into an FHIR repository server using 
the FHIR R4 standard. The PHR application was built using the Swift programming language and examined using 
real patient data for which consent was duly obtained. Data such as basic patient information, disease names, 
prescriptions, and injections were successfully converted from SS-MIX2. In conclusion, we converted the SS-MIX2 
data to the FHIR format and developed a PHR application to show the FHIR data. We intend to make further 
improvements in the future by referring to profiles (e.g., JP-core) in Japan. We believe this system will be beneficial 
in promoting the sharing of clinical information between physicians and patients. 
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1. はじめに 
医療情報システムにおける相互運用性の必要性および医

療データの利用促進が注目されている。1)-3) 日本では，さま

ざまな電子カルテから患者データを収集するための標準的な

データ保存形式として，Standardized Structured Medical 
Information eXchange version 2（SS-MIX2）が頻用され、2021
年 3 月末時点で、日本では 1214 の病院が SS-MIX2 標準ス

トレージを導入し、処方や採血検査結果などの臨床データを

保存している。4) 5) SS-MIX2 のデータは、疫学研究を促進す

るための全国的な臨床データベースや、地域連携システムに

活用されている。6)-8) 一方、現在までのところ、パーソナル・

ヘルス・レコード（PHR）用の標準フォーマットは定まっていな

い。最近では、 Fast Healthcare Interoperability Resources
（FHIR）がデータ交換の次世代標準フレームワークとして重

要視されており、9)-10)  本研究では、SS-MIX2 の臨床データ

を FHIR データ形式に変換し、さらに FHIR データを表示する

PHR アプリケーションを開発することを目的とした。 

2.方法 
システムは 2 つのモジュールで構成された。1) SS-MIX2 デ

ータベースの臨床データを FHIR データフォーマットに変換

するデータマッピングモジュール、2) FHIR データの検索と解

析を行う PHR アプリケーションモジュールである。本研究は、

東北大学病院倫理委員会の承認を得た。 
SS-MIX2 データ変換においては、東北大学病院の SS-

MIX2 メッセージファイルを使用した。HL7 v2 メッセージの 

resource item mappings を参考にして、HL7 FHIR フォーマッ

トの R4 版に変換した。11) まず、患者の基本情報、病名、検

査データ、処方、注射薬の 4 種類の SS-MIX2 データ（ADT、
PPR、RDE、OUL）を選択した。その後、InterSystems IRIS を

ベースにマッピングパイプラインを作成した。マッピング処理

では，シェルスクリプトを用いて，SS-MIX2 ファイルを IRIS が

監視するフォルダにコピーしてインポートした。データ変換後、

データは FHIR リポジトリサーバにエクスポートされた。 
また、Xcode 11 をベースにしたプログラミング言語 Swift 4 を

使用して、PHR アプリケーションを構築した。PHR アプリケー

ションは、アプリケーションコード、FHIR リソースハンドラー2
つの部分で構成されている。実際の患者データを含む FHIR
リソース・インスタンスは、JavaScript Object Notation（JSON）

形式でアプリケーションと FHIR サーバー間で交換した。開発

にあたっては HAPI ライブラリや FHIR Forge 設定ファイルエ

ディタなどを利用してプリケーションを構築した。  

3.結果 

3.1 データマッピング 
前述の方法で、代表的な患者 10 名の SS-MIX2 データの

うち、使用頻度の高い数種類のデータ（病名、処方、注射、検

査データ、アレルギー情報）を FHIR データ形式に変換した。

変換後、各データの中からランダムに 100 個のデータを抽出

し、その精度を確認した。その結果、ほとんどのデータが SS-
MIX2 から正常に変換されていた。変換の過程で、SS-MIX2
のOMP-01（薬の処方情報）と OMP-02（注射の情報）が、同じ
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FHIR リソース（MedicationRequest）に変換されることがわかっ

たが、FHIR の MedicationRequest リソースには、処方情報と

注射情報を区別する公式定義の要素はなかったため、

MedicationRequest.dosageInstruction.route を利用して、2 種

類のデータを区別することとした。例えば、Medication-
Request.dosageInstruction.route.coding.code が「PO」を示す場

合、アプリケーションは内服薬と識別し、 Medication-
Request.dosageInstruction.route.coding.code が「IV」を示す場

合、注射薬と識別した。さらに、カナのような日本語独自の情

報に関しては、FHIR の extension（拡張セグメント）を利用して， 
iso21090-EN-representation でマッピングした。 

3.2 PHRアプリケーション 
SS-MIX2 から変換した患者の FHIR データを表示する

PHR アプリケーションを設計・実装した。PHR を起動すると、

患者のリストが表示され、特定の患者を選択すると、その患者

の基本情報が表示される。患者の基本情報のページでは、

特定のメニューを開いて、病名、処方、注射、検査データなど

の患者の情報を見ることができる。さらに、採血結果を時系列

で表示できるようになっている。 

４.考察 
本研究では、SS-MIX2 から FHIR にデータをマッピングし、

臨床データの可視化を目的とした PHR アプリケーションを開

発した。日本の FHIR 実装ガイド（JP コア）はまだドラフトとして

進行中であるため 12) 、SS-MIX2 構造のデータを FHIR 形式

に手動で追加してデータマッピング処理を実施することにし

た。JP コアが確立された後は、マッピングプロセスを変更する

ことが可能である。今回の研究では、以前報告のある患者の

基本情報、処方、採血検査のデータだけでなく、13) 注射や

アレルギーの情報、病名なども対象とした。 
本研究の利点として、日本の標準的な保存形式である SS-

MIX2 のデータを FHIR に変換することで、現在多くの地域連

携システムやデータベース事業で蓄積しているデータを活用

することが可能であることを示した。FHIR 規格を使用すること

で、グローバルな相互運用性が確保され、世界規模での多

施設共同研究を容易に行うことも期待できる。また、日本のみ

ならず HL7 v2.5 を継続して使用している国や地域において

も、同様の意義があると考えられる。 
改善点としては、SS-MIX2 データが医療概念を完全にカ

バーしているわけではなく、一方で FHIR も全てをリソースとし

て記述しているわけではないため、ユースケースに基づき、

優先順位を定め、現在ミスマッチとなっている情報をいかに

減らしていくかの検討が必要である。また、カタカナなどの日

本特有の要素を保存するために、拡張セグメントを利用した

が、他にも特定のリソースで拡張セグメントを使用しており、そ

の整理が待たれる。なぜなら、拡張セグメントを使いすぎると、

変換後の FHIR データの国際的な普遍性が損なわれる可能

性があり、折角の互換性を維持できないかもしれないからで

ある。さらに、この拡張セグメントを多用しすぎることで、検索

が困難になることも問題である。この問題に対処するためには、

サーバーの CapabilityStatement ファイルを書き換えて、ター

ゲットデータを検索するための REST API を強化する必要が

あると考えている。同様に、変換されたデータの情報が相互

に関連する FHIR リソースに過度に分散していた場合、その

情報にアクセスすることで REST API の検索回数が増え、サ

ーバーの負荷が増大する。他にもローカルコードシステムを

用いることによる相互運用性の限界なども指摘されうる。  
最後に、Smart on FHIR は、FHIR を用いた PHR 開発で頻

繁に使用されている。14) しかし、本研究で対象としている R4
対応はまだ十分でなく、今回用いることはしなかった。今後、

活用できる部分は積極的に取り入れたいと考えている。 
今後の展開としては、まず、より多くの種類の SS-MIX2 デ

ータを FHIR フォーマットに変換することを計画している。また、

新しいワークフローの追加や、再利用性の検証など、提案す

るべき PHR アプリケーションの改良を続けていく予定である。 

5.結論 
本研究では、臨床において有用と思われるデータ種別に

ついて、SS-MIX2 のデータを FHIR 経由で PHR アプリケー

ションに変換することができた。FHIR 規格を既存の地域連携

システムや電子カルテに実装する取り組みは、重要かつ複雑

な課題であるが、データ活用や相互運用性を鑑みれば、必

須であると考えられる。 
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